
張
商
英

の

『清
浄
海
眼
経
』
に

つ
い
て

一
、
問
題

の
所
在

宋
代

に
活
躍
し
た
大
慧
宗
杲

(
一
〇
八
九
―

一
一
六
三
)
は
、
黙
照
禅

を
批
判
し
、
看
話
禅
を
主
張
し
た
と
さ
れ
る
。
大
慧
自
身
は
、
度
々
自

ら
の
修
証

の
構
造
を

『大
乗
起
信
論
』
の

「始
覚
」
「本
覚
」
を
用

い

て
説
く
。

し
か
し
大
慧
は
確
実
に

『起
信
論
』
を
見
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
用
語

の
典
拠
を

『起
信
論
』
に
は
求
め
ず
、
張
商
英
(
1
)

(
一
〇
四
三
―
一
一
二
一
)
に
よ
る

『清
浄
海
眼
経
』
に
求
め
る
。

で
は
何
故
に

『起
信
論
』
に
で
は
無
く
、
『
海
眼
経
』
に
拠

っ
た
の

か
。
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
意
図
が
あ

っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
大

慧
の
思
想

を
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
、
こ
の

『海
眼
経
』
の
性
質
を

明

確
に
す
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
論
で
は
ま
ず
、
そ
の
張
商
英
が
編
し
た
と
さ
れ
る

『海
眼
経
』
の

性
質
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
そ
こ
に
見
え
る

「八
成
就
」
の
理
解
を
通

し
て
大
慧

の
修
証
観
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
大
慧
が

「始
覚
」
「本

覚
」

の
説
を

『起
信
論
』
に
は
求
め
ず

に
、
『海
眼
経
』
に
求
め
た
理

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

廣

田

宗

玄

由
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

二
、

『清
浄
海
眼
経
』
に

つ
い
て

本
経
に

つ
い
て
、
大
慧
は

『大
慧
語
録
』
巻
十
八
、
「孫
通
判
請
普

説
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〔
a
〕
妙
喜
常
思
、
無
尽
居
士
這

一
箇
人
。
不
知
幾
百
生
中
学
般
若
来
、
今

生
如
此
得
大
受
用
。
所
注
清
浄
海
眼
経
、
説
八
成
就
謂
、
如
是
我
聞

一
時
仏

在

[1
]
(
T
4
7
-
8
8
7
c

)。

張
商
英
は
、
無
尽
居
士
と
も
呼
ぼ
れ
、
兜
率

従
悦

(
一〇
四
四
―
一〇

九

一
)
よ
り
黄
龍
派

の
法
を
嗣
ぎ
、
東
林
常
総

(
一
〇
二
五
―

一
〇
九
一
)

や
圓
悟
克
勤

(
一
〇
六
三
―
一
一
三
五
)
と
も
親
し
く
交
流
を
持

っ
た
居

士

で
あ
り
、
ま
た
教
学
に
も
通
じ
て
い
た
。
で
は
、
こ
こ
で
問
題
と
さ

れ
、
張
商
英
が
注
し
た
と
い
う

『清
浄
海
眼
経
』
と
は
如
何
な
る
経
典

で
あ
ろ
う
か
。
近
年
、
大
慧

の
研
究
が
進
む
に

つ
れ
て
、
大
慧
が
自
ら

の
修
証

の
構
造
を
説
く
に
当
っ
て
使
用
し
た
本
経

の
価
値
が
確
認
さ
れ

る
も
、
そ
の
正
体
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
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張
商
英
の

『清
浄
海
眼
経
』
に
つ
い
て

(廣

田
)

し
か
し
本
経
に
つ
い
て
、
清
代
の
達
天
通
理

(生
没
年
不
詳
)
の

『
楞

(2
)

厳
経
指
掌
疏
懸
示
』
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

[無
尽
居
士
張
観
文
補
注
]
居
士
刷
修
楞
厳
、
改
名
楞
厳
海
眼
経
、
兼
採
集

諸
家
之
解
、
及
己
説
為
補
注

(
Z
2
4
-
8
2
d

)。

達
天
の
指
摘
に
よ
れ
ぼ
、
『
海
眼
経
』
と
は
、
張
商
英
が

『首
楞

厳

経
』
を
補
注
刪
修
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
引
用

〔
a
〕
、
傍
線
部

[1
]
に
於
い
て
、
『海
眼
経
』
の
八
成
就
が

「如
是
我

聞

一
時
仏
在
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く

『
楞
厳

経
』
の
冒
頭
の
句
で
あ
る
。

し
か
し
達
天
は
、
こ
れ
に
続

い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て

『海
眼
経
』

を
批
判
す
る
。

愚
謂
、
採
集
補
注
則
可
、
刷
修
楞
厳
則
不
可
。
乃
竟
有
越
僧
慧
印
、
謂
其
為

妙
喜
所
印
讃
。
是
誠
何
心
哉
。
頼
有
雷
庵
正
受
、抗
詞
駮
正
、殊
使
千
載
之
下
、

知
法
者
懼
 
。

達
天
は
、
『
楞
厳
経
』
に
補
注
を
付
け
る
こ
と
に
関
し
て
は
認
め
る

が
、
そ
れ
を
刷
修
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
激
し
く
非
難
す
る
。
そ
し
て

慧
印
と
い
う
僧
が
、
こ
れ
に
妙
喜

の
印
讃
を
付
け
て
出
版
し
た
こ
と
を

述
べ
、
雷
庵
正
受
が
張
商
英
の

『海
眼
経
』
に
対
し
て

一
々
論
駁
し
た

こ
と
は
幸

い
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

雷
庵
正
受

(生
没
年
不
詳
)
は
宋
代

の
人
、
五
燈
録

の
一
つ
で
あ
る

『嘉
泰
普
燈
録
』
三
十
巻
を
編
し
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の

雷
庵
が
張
商
英

の

『清
浄
海
眼
経
』
に
抗
し
て
著
し
た
も
の
が
、
『
楞

厳
経
合
論
』
十
巻
で
あ
る
。

『
楞
厳
経
合
論
』
十
巻
は
、
宋
代

の
覚
範
慧
洪

(
一
〇
七

一
―
一
一
二

八
)
が
著
し
た

『尊
頂
法
論
』
十
巻

に
、
後
に
雷
庵
正
受
が
補
注
を
付

け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
統
論
に
よ
れ
ぼ
、
「而
無
尽
又
修
此
経
為
清

浄
海
眼
、
刷
去
指
河
及
他
事
節
、
則
大
謬
 
。
鳴
呼
、
謂
樗
厳
可
刷
、

則
三
蔵
十
二
部
、
孰
非
可
刷
之
文
」
と
述

べ
て
、
張
商
英
が
釈
尊
伝
来

の
経
典
を
改
刷
し
た
こ
と
を
非
難
し
、

「清
浄
海
眼
経
、
会
稽
僧
慧
印
、

已
版
行
。
是
滋
後
人
之
惑
故
、
愚
於
此
不
得
不
正
救
其
失
」
と
、
慧
印

が

『海
眼
経
』
を

行
し
た
こ
と
な
嘆
い
て
、
そ
の
誤
り
を
正
す
た
め

に
本
論
を
著
し
た
の
だ
と
述
べ
る
の
で
あ
る

(
Z
1
8
-
9
4
a
-
b
)

。

慧
印
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
判
断
す
れ

ぼ
、
雲
門
宗
の
慧
林
宗
本

(
一
〇
二
〇
―

一
〇
九
九
)
の
法
嗣
で
あ
る
道

場
慧
印

(生
没
年
不
詳
)
が
時
代
的
に
適
合
す
る
。
慧
印
が
こ
の
道
場

慧
印
で
あ
る
な
ら
ぼ
、
張
商
英
の

『海
眼
経
』

は
、
派
を
超
え
て
広
く

読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
出
来
る
。

更
に
明
代
の
銭
謙
益

(
一
五
八
二
―

一
六
六
四
)
に
よ
る

『
楞
厳
経
疏

解
蒙
鈔
』
二
十
八
巻
の
巻
首
の

一
に
、
過
去
の

『首
楞
厳
経
』
の
注
釈

を
逐

一
挙
げ
て
解
説
を
加
え
、
こ
の

『海
眼
経
』
に
関
し
て
も
詳
細
に

説
明
す
る
。

[張
無
尽
、
刷
修
楞
厳
、
改
名
楞
厳
海
眼
経
、
兼
採
集
諸
家
之
解
、
及
己
説

為
補
注
]
無
尽
刷
修
楞
厳
、
竄
易
縁
起
、
移
置
前
後
、
芟
除
重
複
、
改
定
聖
位
、

削
匿
王
指
河
之
事
、
換
槃
特
誦
帯
之
因
。
信
意
増
減
、師
心
博
易
、
全
経
面
目
、
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抹
搬
殆
尽
。
越
僧
慧
印
謂
、
為
妙
喜
所
印
讃
、
公
然
題
目
、
標
為
新
旧
二
経
。

雷
庵
受
師
、
抗
詞
駁
正
、
累
数
千
言
。
以
大
慧
語
録
考
之
、
宋
有
孫
知
県
者
、

曽
以
臆
見
刷
改
金
剛
経
。
大
慧
答
書
、
以
為
敢
作
如
是
批
判
、
招
因
帯
果
、

殿
諦
聖
経
、
当
下
無
間
獄
。
雷
庵
之
駮
海
眼
、
即
移
妙
喜
答
孫
尹
之
書
、
以

駮
無
尽
也
。
用
其
文
而
隠
其
人
、
不
敢
以
弾
駮
海
眼
之
故
、
移
師
於
妙
喜
也
。

雷
庵
之
用
意
、
亦
可
謂
微
而
彰
 
。
推
無
尽
之
本
病
、
蓋
有
両
端
。

一
則
禅

人
習
気
。
高
擡
宗
眼
、
脱
略
教
宗
。
観
其
論
太
極
邪
因
、
料
簡
清
涼
、
数
行

之
中
、
引
疏
而
遺
鈔
、
則
於
他
経
可
知
。

一
則
有
宋
儒
者
、
学
麁
心
大
。
盧

陵
敢
非
十
翼
、
河
南
檀
更
戴
記
。
繆
妄
成
風
、
無
尽
遂
衡
加
於
教
典
也
。
吾

為
此
懼
、
普
告
来
者
、
妙
喜
復
起
、
不
易
斯
言

(
Z
2
1
-
4
2
c

)。

銭
謙
益
は

『海
眼
経
』
を
批
判
し
、
雷
庵

の
態
度
が
正
し
い
こ
と
な

述
べ
る
。
そ
し
て
、
慧
印
が
大
慧

の
印
讃
を
公
然
と
題
目
に
挙
げ
て
い

る
こ
と
な
問
題
と
し
、
大
慧
は
嘗
て

「答
孫
知
県
書
」
に
於
い
て
、
『金

剛
経
』
を

改
刷
す
る
こ
と
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
例
と
し
て

挙
げ
、
雷
庵
が
む
し
ろ
大
慧

の
真
意
に
則
っ
て

『海
眼
経
』
な
批
判
し

た
の
だ
と
結
論
付
け
る
。

こ
の

「答
孫
知
県
書
」
は

『大
慧
語
録
』
中
に
現
存
し
、
そ
の
全
て

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
孫
知
県
と
い
う
士
大
夫
が
、
過
去

の

『金
剛
経
』
の
漢
訳

の
全

て
が
誤

っ
て
い
る
と
決
め

つ
け
、
自

ら

『金
剛
経
』
に
注
釈
を
下
し
た
も
の
を
持
参
し
て
大
慧
に
印
可
を
求
め

る
も
の
の
、
大
慧

は
そ
れ
に
対
し
て
激
し
く
批
判
し
た
、
と
い
う
内
容

の
書

で
あ
る
。
何
故
に
大
慧
が
孫
知
県
を
認
め
な
か
っ
た
の
か
は
、
以

張
商
英
の

『清
浄
海
眼
経
』
に
つ
い
て

(廣

田
)

下
の
大
慧
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

若
金
剛
経
可
以
刊
削
、
則

一
大
蔵
教
、
凡
有
看
者
、
各
随
臆
解
、
都
可
刊
削
也
。

如
韓
退
之
、
指
論
語
中
書
字
為
書
字
、
謂
旧
本
差
錯
。
以
退
之
之
見
識
、
便

可
改
了
、
而
只
如
此
論
在
書
中
、
何
也
。
亦
是
識
法
者
懼
爾
。
圭
峰
密
禅
師
、

造
円
覚
疏
鈔
。
密
於
円
覚
、
有
証
悟
処
、
方
敢
下
筆
。
以
円
覚
経
中

一
切
衆

生
皆
証
円
覚
、
圭
峰
改
証
為
具
、
謂
訳
者
之
誰
。
而
不
見
梵
本
、
亦
只
如
此

論
在
疏
中
、
不
敢
便
改
正
経
也

(
T
4
7
-
9
4
0
c

)。

こ
こ
で
大
慧
は
、
韓
退
之

(韓
愈

・
七
六
八
―
八
二
四
)
と
圭
峰
宗
密

(七
八
〇
―
八
四
一
)
の
例
を

挙
げ
、
古
人
で
さ
え
軽
々
に
経
典
に
手
な

加
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
専

門
に
学
を
積
ん
だ
こ
と

も
無
い
孫
知
県
が
経
典
に
手
を
加
え
る
こ
と
な
ど
行
う
べ
き
で
な
い
と

述
べ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
銭
謙
益
が
述
べ
る
通
り
、
確
か
に
孫

知
県
の
行
動
と
張
商
英

の
行
動
と
は
重
な
る
。
こ
の
点
は
大
い
に
問
題

で
あ
る
。
し
か
し
大
慧

は
そ
の
点
に
関
し
て
は
全
く
言
及
し
な
い
。
む
し
ろ
大
慧
は
生
涯
張
商

英
を
賛
じ
続
け
、
批
判
と
思
え
る
よ
う
な
言
葉

は
大
慧
の
語
録
に
は

一

切
見
ら
れ
な
い
。

残
念
な
が
ら
、
現
在

で
は

『清
浄
海
眼
経
』

に
つ
い
て
は
、
『
楞
厳

経
合
論
』
『
楞
厳
経
解
蒙
鈔

』
に
そ
の

一
部
が
記
載
さ
れ
る
の
み
で
あ

る
。
従

っ
て
、
そ
の
全
容
を
知

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
上
述
し
た

資
料
か
ら
推
測
す
れ
ぼ
、
『海
眼
経
』
に
は

『
首
楞
厳
経
』
を
刷
修
し

た

『清
浄
海
眼
経
』
と
呼
ぼ
れ
る
も
の
と
、
も
う

一
つ
は
そ
の

『
海
眼
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張
商
英

の

『清
浄
海
眼
経
』

に

つ
い
て

(廣

田
)

経

』

に
注

釈

を

付

け

た

『
注

清

浄

海

眼
経

』

と
呼

ぼ

れ

る

二
種

類

の
も

の
と

が

あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

そ

し

て
古

人

が
問

題

と

す

る

の
は
前

者

で
あ

り

、

大
慧

が
注

釈

し

て
取

り

上
げ

る

の

は
、

後

者

の

『注

清

浄

海

眼

経

』

で
あ

る
。

但

し
、

両

書

の
相

違

点

に

つ
い

て

は
不

明

で
あ

る

の

で
、
本

論

で
は
ま

と

め

て

『
清

浄

海

眼

経

』

と

し
た

い
。

以

下

、

大
慧

が
本

経
を

取

り

上
げ

た
意

図

に

つ
い
て
検

討

し
た

い
。

三、

本

経

の
検

討

大
慧

の
語

録

中

に
見

え

る
本

経

か
ら

の
引

用

の
全

て
は

以

下

の
通

り

で
あ

る
。

因

み

に

傍
線

部

が

『
海

眼

経

』

か

ら

の
引

用

、
波

線

部

が

そ

れ

ら

に
対

す

る
大

慧

の
注

釈

で

あ

る
。

〔b
〕

云
、
理
無

不
如
、
之

謂
是

[
2
]
、

事
無
不

是
、
之
謂

如

[
3
]
。
自

来
不
曽
有
人
如

此
説

。
蓋
為
他
見
徹
釈
迦
老
子
骨
髄
、
所

以
取
之
左
右

逢

其
源

[
2

・
3
―

a
]
。

仏
初

生
下
、

一
手

指
天
、

一
手

指
地

云
、

天
上
天
下
唯
我
独
尊

[2

・
3
―

b
]

[4
―

a
]
。
所
以
云
、
三

界
独

尊
、
之
謂

我

[4
]
。
所

謂
我
者
非

人
我
之

我
、

如
孟
子

所
謂
、
万
物

皆
備
於

我
也

[
4
―

b
]
。

心
洞
十
方
、
之

謂
聞

[
5
]
。

蓋
世
間

人
、

皆

以
耳
聞

一
切
音
声
、
唯

普
賢
菩
薩
乃
以
心
聞
。
故
経
云
、

心
聞

洞
十

方

、
生
干
大
因
力

[
5
―

a
]
。
多

之
所
宗
、
之
謂

一

[
6
]
。
且

如
現

前

一
千
大
衆
、
従
首
座
数

起
。
自

一
而
之
百

、
自
百
而
之
千
。

所
以
言
、

一
者
多
之

所
宗
也

[6
―

a
]
。

一
之
所
起
、
之
謂
時

[
7
]
。
這
箇
時
、

便
是

妙
心
居
士
請
妙
喜
為

大
衆
説
法
之
時
也
。
当
知
、
此
時
能
該
括
十

方
三

世
、
乃
至
塵
沙
諸
仏

、
六
道

四
生
、
若
凡
若
聖

、
若
草

若
木
、
若

有
情
若
無
情

。
乃
以
払

子
撃

禅
床

一
下
云
、
尽
向
這
裏
成
等

正
覚
、
無

出
此
時
也

[7
―

a
]

(
「孫
通
判
請
普
説
」
、
T
4
7
-
8
8
7
c
-
8
8
8
a
)

。

〔
c
〕
又

云
、
始
覚

合
本
、
之

謂
仏

[8
]
。
言
以
如
今
始
覚
合
於

本
覚

[
8

―
a
]
。
往
往

邪
師
輩
、
以
無

言
黙
然
為
始
覚
、
以
威
音
王
那
畔
為
本
覚
、

固
非
此
理
。
既
非
此

理
、
何

者
是
覚
。
若
全
是
覚
、
豈

更
有

迷
。
若
謂

無

迷
、
争

奈
釈
迦
老
子
於

明
星
現
時
忽
然
便
覚

、
知
得
自
家

本
命
元
辰

元
来
在
這

裏
。
所
以
言

、
因
始
覚
而

合
本
覚
。
如
禅

和
家

、
忽
然
摸
著

鼻

孔
、
便
是
這
箇
道

理
、
然
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足

[8
―

b
]

(同

右
)。

〔
d
〕
老

僧
常
愛
、

張
天
覚

説
清

浄
海
眼
経

八
成

就
義
、

不
昧
正

因
、
念
念

不
忘
般
若

[
l
―

a
]
。
座
主
家

説
六
成
就
。
天
覚

則
不
然
、

説
八
成

就
日
、
理
無

不
如
、
之

謂
是

[2
]
、
事
無
不

是
、
之
謂
如

[
3
]
、
三

界
独
尊
、
之

謂
我

[4
]
、
心
洞
十
方
、
之
謂
聞

[
5
]
。
閻
浮
提
衆
生
、

以
眼
観
色

、
以
耳
聴
声
。
到

普
賢
菩
薩
、
却

以
心
聞

。
観
音

菩
薩
、
以

眼
為
聞

[5
―

b
]
。
故

日
、
心
洞
十
方
、
之
謂
聞

[
5
]
。
多
之
所
宗
、

之
謂

一

[6
]
、
一
従
甚
処
起

(
「壬
午
正
旦
妙
明
居
士
李
大
尉
請
普
説
」

四
巻
本

『
大
慧
普
説
』
巻

四
、
柳
田
聖
山

・
椎

名
宏
雄
両

編

『
禅
学
典

籍
叢
刊
』
巻

四
、
臨

川
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
、
　
P
.
5
7
a

)
。

〔
e
〕

所

以
無
尽

居
士
注

海
眼
経
。
題

説
仏
成

就
云
、
始
覚
合
本

、
之
謂
仏

[8
]
。
他

錐
是
箇
俗
人

、
然

却
見
得
徹
識
得

根
本
。
謂
始
覚
時
、
従
明

星
上
起
信
。
忽

然
覚
悟

、
自
性

本
来
是
仏
。
大

地
有
情
、
更
無

差
別
。

無

尽
喚
作
始

覚
合
本
。
覚

方
始
成
仏

[8
―

c
]
。

(
「伝
経
幹
請
普
説
」

『
大
慧
語
録
」

巻
十
六
、
T
4
7
-
8
7
8
b
-
c

)
。
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ま
ず
大
慧
に
と
っ
て
本
経
を
引
用
す
る
総
説
と
も
言
え
る
も
の
が
、

第
二
章
冒
頭
に
引
用
し
た
、

〔
a
〕
中
の
傍
線
部

[1
]
で
あ
る
。
こ
こ

で

「八
成
就
」
と
い
う
言
葉
を

挙
げ
、
そ
れ
を
張
商
英
が

「如
是
我
聞

一
時
仏
在
」
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

「如
是
我
聞

一
時
仏
在
」
は
、
経
曲
ハの
冒
頭
に
在

っ
て
そ
の
経
の
説
か

れ
た
時
と
場
所
を

明
確
に
す
る
為

の
文
句

(通
序
)
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は

一
般
に
、
「如
是
」
(信
成
就
)、
「我
聞
」
(聞
成
就
)
、
「
一
時
」

(時
成
就
)、
「仏
」
(主
成
就
)、

「在
王
舎
城
な
ど
」
(処
成
就
)、
「与
大
比

丘
衆
な
ど
」
(衆
成
就
)
の
六

つ
を
指
し
て

「六
成
就
」
と
さ
れ
る
。

一

方
、
大
慧

の
言
に
よ
れ
ぼ
、
『海
眼
経
』
で
は

「衆
成
就
」
を
省

い
た

「如
是
我
聞

一
時
仏
在
」
の
八
字
で
構
成
さ
れ
る
か
ら

「八
成
就
」
と
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
(
3
)

管
見
で
は
あ
る
が
、
通
序
の
部
分
を
八
成
就
と

捉
え
る
の
は

『海
眼
経
』

の
み
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
張
商
英

の

解
釈
の
独
自
性
が
窺
わ
れ
る
。

波
線
部

[1
―

a
]
に
よ
れ
ぼ
、
張
商
英
が
通
序
を
八
成
就
で
解
し

た
意
図
な

「不
昧
正
因
、
念
念
不
忘
般
若
」
と
定
義
し
、
大
慧
が

「老

僧
常
愛
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
慧
は
、
張
商
英
が
八
成
就
に

よ

っ
て
通
序
な
定
義
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
で
は
何
故
に
張
商
英
は
通
序
を
六
成
就
で
は
無
く
、
八
成
就
で
捉

え
た
の
か
。

[2
]
～

[8
]
に
よ
れ
ぼ
、
張
商
英

の
八
成
就
各
位

の
定
義
は
、

張
商
英
の

『清
浄
海
眼
経
』
に
つ
い
て

(廣

田
)

[2

]

[
3
]

「
如
」

「是

」
=

「
理

」

「事

」
、

[
4
]

「我

」
=

「4

界

独

尊

」
、

[
5
]

「
聞
」
=

「心

洞

十

方

」
、

[
6
]

=

」
=

「
多

之

所

宗

」
、

[
7

]

「時

」
=

之

所

起

」
、

[
8
]

「仏

」
=

「
始

覚

合
本

」

と

し

、

「在

」

は
無

い
。

大

慧

が

『
海
眼

経

』

か
ら

引

用

す

る

の
は

こ
れ

ら

の
み
で
あ

る
。

『
海

眼

経

』

に
問

題

の
あ

る

こ
と

に
配

慮

し

て
多

く

な

挙

げ

な

か

っ
た

と

も

思

え

る
が

、

大

慧

が

『
海

眼

経

』

の
こ

の
部

分

に

特

に
注

目

し

て

い
た

こ
と

は
間

違

い
が

な

い
。

で

は
次

に
、

『
海

眼

経

』

に
見

え

る

「
八

成

就

」

各

位

の
定

義

と

大

慧

の
理

解
を

、

そ

の
注

釈

な
通

し

て
具

体

的

に
検

討
を

加

え

た

い
。

[
1
]

[
3
]

「如

」

「是

」

は
、

端

的

に

「
理

事

円

融

」

の

こ
と

を
指

し
、

[
4

]

「我

」

[
5
]

「
聞

」

は
、

そ

れ

が

「
心

」

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

と

す

る

。

こ
こ

で
言

う

「
心

」

と

は

、

『
楞
厳

経

』

に
言

う

「真

心

」
を

指

し

、

そ

の

こ
と

は

大

慧

の
注

、

[
4
―

b
]

[5
―

a
]

に
見

え

る

「我

」
を

「
人

我

之

我

」

で
は

無

く
、

「
万

物

皆

備

於

我

也

」

と

す

る

こ

と

や
、

観

音
.

普

賢

の
例
(
4
)

に

表

れ

て

い
よ

う
。

つ
ま

り

『
海

眼

経

』

で

は
、

八
成

就

の

「如

是

我

聞

」

に
於

い
て
、

理

と

し

て

の
衆

生

本

具

の

「真

心
」

に

つ
い
て
述

べ

て

い
る
も

の
と

思

え

る
。

次

に

[
6
]
「
1
」

[
7
]

「
時

」
を

、

『
海

眼

経

」

で

は
各

々

「
一

と

「多

」

と

し
、
そ

れ

ら

が
互

い
に
相

即

す

る

と
述

べ

る
。

つ
ま
り
「
1
」

時

」

が
一

多

相

即
」

な

表

し

て

い

る

も

の
と

解

せ

る
。

そ

れ

は

[
6

―

a
]

の
大

慧

の
注
を

見

て

も

明
白

で
あ

ろ
う

。

ま

た

、
大

慧

は

[
7

1
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張
商
英
の

『清
浄
海
眼
経
』
に
つ
い
て

(廣

田
)

-

a
]
に
於
い
て
、
「
一
即
多
」
な
る

「此
時
」
に
於
い
て
覚
す
べ
き
と

述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
張
商
英
が
華
厳
の
教
理
な
以
て
通
序
を
解
釈
す
る
こ

と
に
は
理
由
が
あ
る
。
張
商
英
は
華
厳

の
教
理
に
通
じ
、
大
慧
の
師

で

あ
る
圓
悟
克
勤
と
も
華
厳
の
教
理
に
つ
い
て
の
対
論
な
行
な
っ
て
い
る
。
(
5
)

そ
も
そ
も

『
楞
厳
経
』
を
華
厳

に
よ
せ
て
解
釈
し
た
の
は
、
長
水
子
睿

(九
六
五
―

一
〇
三
八
)
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
そ
の
影
響
と
、
宋
代
禅

と
華
厳
教
学
と
の
関
係
の

一
端
を

こ
こ
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
(
6
)

そ
し
て
、
大
慧
が
最
も
問
題
と
す
る
の
が
次
の

[8
]
「仏
」
の
解
釈

で
あ
る
。
大
慧

は
ま
ず

[8
―

a
]
に
於
て
、
本
経

の

「始
覚
合
本
」

が
、
始
覚

が
本
覚
に
合
す
る
意
味
で
あ
る
こ
と
な
確
認
す
る
。
そ
し
て

[8
―
b
」
に
於

い
て

「邪
師
輩
」
と
い
う
批
判
対
象
を

挙
げ
、
そ
の

禅
風
が

「無
言
黙
然
」
た
る
こ
と
を
始
覚
と
し
、
「威
音
那
畔
・」
を
本

覚
で
あ
る
と
す
る
。
無
言
黙
然
は
黙
坐

の
こ
と
を
指
し
、
威
音
那
畔
と

は
自
覚
す

べ
き
本
来
の
面
目
の
こ
と
を
指
す
。

つ
ま
り
、
大
慧
は
黙
坐

す
る
こ
と
を
本
来

の
面
目
の
顕
現
と
等
置
し
て
い
る
と
し
、
こ
の
よ
う

な
理
解

は
悟
を

軽
視

し
た
あ
り
方
だ
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「邪
師
輩
」
が
黙
照
禅
者
を
指
す

こ
と
は
明
白

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

黙
照
禅
は
始
覚

の
義
を
欠
き
、
全
て
本
覚
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
の

だ
と
述
べ
、
覚
に
対
す
る
迷
を

げ
て
黙
照
禅
を
批
判
す
る
。
言
う
ま

で
も
無
く
、
始
覚
は
不
覚

の
段
階
を
通
し
て
本
覚
に
到
る
の
で
あ
り
、

迷
を
前
提

に
し
て
い
る
。
不
覚
無
け
れ
ぼ
始
覚
は
無
く
、
本
覚
も
ま
た

本
覚
た
り
得
な
い
。
そ
し
て
、
不
覚
の
段
階
か
ら
次
第
に
煩
悩
な
断
ず

る
こ
と
に
よ
っ
て
覚
の
独
存
と
な
っ
た
時
に
、
初
め
て
始
覚
と
本
覚
は

同
ず
る
の
で
あ
る
。
大
慧
は
そ
の
根
拠
に
釈
尊

の
転
迷
開
悟

の
経
験
を

挙
げ
て
悟
り
の
重
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
始
覚
か
ら
本
覚

へ

の
移
行
を
、
釈
尊
の
体
験
に
擬
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
慧
は
悟
り
の

重
要
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

張
商
英
自
身
も
、
[6
]
か
ら

[8
]
ま
で
の
定
義
か
ら
、

「
一
時
仏

在
」
の
四
句
で
、
前
半
の

「如
是
我
聞
」
で
提

示
さ
れ
た
理
と
し
て
の

真
心
の
証
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
到

っ
て
、
大
慧
が
本
経

に
拠

っ
た
理
由
が
明
確
と
な
ろ
う
。

大
慧
は
悟
の
重
要
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
敢

え
て

『起
信
論
』
に
拠

ら
ず
、
通
序
を
始
覚

・
本
覚
に
よ
っ
て
説
く

『
海
眼
経
』
に
拠

っ
た
の

で
あ
る
。

四
、
ま
と

め

以
上
の
通
り
、
張
商
英
の

『清
浄
海
眼
経
』
と
大
慧
の
理
解
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
た
。

本
経
は
張
商
英
に
よ
る

『
楞
厳
経
』
の
補
注
冊
修
本
で
あ
っ
た
。
そ

こ
に
は
張
商
英
独
自
の
解
釈
が
多
く
含
ま
れ
、
宋
代
禅
の

一
端
を

理
解

す
る
た
め
に
も
有
益
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
通
序
を
華
厳
の
教
理
を
以

て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
風
潮
を
そ

こ
に
窺
う
こ
と
が
出
来

よ
う
。

1
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一
方
大
慧
も
本
経
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
れ
は
通
序
の
箇
所
の
み
で

あ
る
。
通
序
は
諸
経
に
共
通
す
る
仏
説

の
開
展
の
言
葉
で
あ
る
。
大
慧

を
は
じ
め
、
宋
代
の
禅
者
が

『
楞
厳
経
』
を
重
用
し
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
無

い
が
、
大
慧
に
と

っ
て
は
、
『海
眼
経
』
が

『
楞
厳
経
』
の
補
注

刪
修

で
あ
る
か
否
か
と
言
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
が
仏
説
の
開

展

の
言
葉

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

釈
尊

の
真
説
で
あ
る
こ
と
の
表
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大

慧
に
と

っ
て
重
要
で
あ

っ
た
の
は
、
釈
尊

の
真
意
が
那
辺
に
あ
る
か
、

ま
た
そ
れ
を
如
何
に
追
体
験
す
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
必
ず
し
も
経
典
に
依
る
必
要
は
無
か
ろ
う
。
よ

っ
て
、
大
慧

が
激
し
く
批
判
し
た
孫
知
県
の
行
動
と
張
商
英

の
行
動
と
が
符
合
す
る

に
も
拘
ら
ず
、
大
慧
は
本
経
か
ら
張
商
英
の
解
釈
を
取
り
上
げ
た
の
で

あ
る
。

大
慧
が
本
経
に
拠
っ
た
理
由
は
、
張
商
英
が
通
序
を
通
し
て
主
張
す

る
、
不
覚

の
自
覚
を
通
し
て
、
始
覚
か
ら
本
覚

へ
と
移
行
す
る
こ
と
の

主
張
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
大
慧
に
と

っ
て
釈
尊
の
真
意
と
は
、
自
ら

が
悟
り
を
通
し
て
体
得
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
本
覚

を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
黙
照
禅

の
在
り
方
を
批
判
し
、
看
話
禅
を
強
調

す
る
意
図
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

1

張
商
英
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
阿
部
肇

一

「無
尽
居
士
張
商
英
に
つ
い

て
」
(『
増
訂
中
国
禅
宗
史
の
研
究
』、
研
文
出
版
、

一
九
八
六
年
、

張
商
英
の

『清
浄
海
眼
経
』
に
つ
い
て

(廣

田
)

p
.
3
9
3
-
4
1
2

)
参
照
。

2

『
楞
厳

経
指
掌

懸
示
』

の

『清

浄
海
眼
経
』

に
関

す
る
既
述

に

つ
い
て

は
、
既

に
簡
単

に
高
峯
了

州

『
華
厳
論
集
』

(図
書
刊

行
会
、

一
九

七
六

年
、
p
.
4
2
9

)

に
指
摘

が
あ
る
。

3

『
先
覚

宗
乗

』

(清

・
円
信

校
訂

・
郭
凝
之
編

)
巻

二

・
張
商

英
章

に
、

「公
注

海
眼
経

。
其
説

八
成
就
、
如
是
我
聞

一
時
云
、

事
無
不

是
、
之

謂

如
、
理
無
不
如
、
之
謂
是
、
三
界
独
尊
、
之
謂
我
、
心
洞
十
方
、
之
謂
聞
、

多
之
所
宗
、
之

謂

一
、

一
之
所
起
、
之
謂
時
。
大
慧

云
、
自
来
無

人
如
此

説
」

(
Z
1
4
8
-
2
4
1
d

)

と
あ

っ
て
、

「
如
是
我
聞

一
時

」

ま
で

の
六
字

を
八

成
就
と

し
て

い
る
が
、
八
成
就

で
最
も
重
要

な

「仏

」

の
解
釈

が
抜

け

て

い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り

「在
」
ま

で
を
含

め
た
八
字

で
解
す

べ
き
で
あ

ろ
う
。

4
普

賢

に

つ
い
て

は

『
楞
厳

経

』
巻

五

に

「世

尊

我

用

心
聞

」

(
T
1
9
-
1
2
6
c

)

と
見
え
、
観
音
に

つ
い
て
は

『
楞
厳
経
』
巻

六
に
詳
し

い
。

5

『
羅
湖
野
録
』

巻
上

(
Z
1
4
2
-
4
8
3
c
-
d

)
・
『五
燈
会
元

』
巻
十
九
(
Z
1
3
8
-
3
7
0
a
-
b

)
等
。

6長
水
子
睿

の

『
楞
厳
経
』
解
釈

に

つ
い
て
は
、
高

峯
了
州

『
華
厳

と
禅

と

の
通

路
』

(
南
都
仏
教

研
究
会
、

一
九
五

一
年

、
p
.
1
2
5
-
1
4
2

)

に
詳

し

い
。

〈キ
ー

ワ
ー

ド
〉

大
慧

宗
杲

、
張

商
英
、

『清

浄
海

眼
経

』
、
『
首
楞

厳
経

』
、

『大
乗
起
信
論
』
、
始
覚
、
本
覚
。

(臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究

委
員

・
文
博
)
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form W ords also has the character of a ritual for conferring the bodhisattva-

sila has been pointed out. However, the rite in the Platform Words was seen

as having a transient character belonging to traditional sila studies preceding

the Sixth Patriarch Huineng's(六 祖 慧 能)Mind-ground-Formless-sila(心 地 無

相 戒).But by this report, I want to try to reexamine a conventional opinion

about Shenhui's(神 會)Bodhisattva-sila thought and its historic positioning,

taking as a clue a record of a sermon found in the beginning part of his Plat-

form Words.

27.On the Qingjinghaiyan jing of Zhang Shangying

Sogen HIROTA

Dahui Zonggao(大 慧 宗杲)is famous as the Chan master who established

"Kanhua -Chan(看 話 禅)" . Dahui explains the structure of Kanhua-Chan by

using the concepts of"shijue(始 覚)"and"benjue(本 覚)", that appear in the

Dacheng qixin lun(大 乗 起 信 論). However Dahui quoted these terms not

from the Dacheng qixin lun, but from another text, the Qingjinghaiyan jing

(清 浄 海 眼 経)written by Zhang Shangying(張 商 英).

First, we verify from the descriptions of the Shoulenyanjing zhizhangjie

(楞 厳 経 指 掌 解)and the Shoulenyanjing gelun (楞 厳 経 合 論)that the

Suramgama-samadhi-nirdesa(楞 厳 経)is rewritten by Zhang Shangying as

the  Qingjinghaiyan jing. Next, we examine Dahui's intention to quote the

words shijue(始 覚)and benjue(本 覚)from the  Qingjinghaiyan Jing.

It was only a part of the beginning of Suramgama-samadhi-nirdesa that

Dahui quoted from the Qingjinghaiyan Jing. This part, that is rushi wo wen,

yishi fo zai(如 是 我 聞 、一 時 仏 在), is a sentence commom to every sutra, veri-

fying that what follows is the true word of the Buddha. This was the main

reason why Dahui quoted it.

The real intention of Buddha for Dahui was that one must experience and

master Awakening by himself. Then, Dahui strongly criticized the method

of Mozhao Chan(黙 照 禅), which claims that we obtain original Buddhahood

as it is. That was also the reason why Dahui put emphasis on Kanhua-Chan.
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